
 

 

 

 

 

 

           芸術の秋  ～文化の日を前に～ 

校長 江里口 幸子 

 

           このところ、朝夕はやや冷えて肌寒くなってきましたね。天気の良い日の日中 

は、たくさんの子どもたちが運動場に駆け出して行きます。ドッチボールやバ 

スケット・鬼ごっこなど先生と一緒になって楽しんでいます。 

また，「秋の日はつるべ落とし」と申しますが，夕方になると，少し外で遊んでいても日が暮れるのが

早く、5時を過ぎる頃には暗くなってしまいます。遊びに行く時は，家に帰る時間をしっかりと約束し、

どこへ行くなども伝えるようご家庭でもお声掛けください。 

 さて、先日の土曜参観には、たくさんの保護者の皆様に、お越しいただき、ありがとうございました。

また「引き渡し訓練」も、天災・災害等の発生時に迅速・確実に保護者の皆様へお子様を引き渡すために

必要な訓練としてご協力いただいたことに重ねてお礼を申し上げます。 

５年生は１０月２９日に行われた「第７５回 連合音楽会」に出演するた 

めに、一生懸命練習を重ねてきた「地球星歌～笑顔のために～」を、保護者 

の方にも聞いていただきました。本番に向けとても励みになったと思います。 

月曜日に行われた「連音壮行会」では他の学年の子どもたちが、５年生の歌の鑑賞を行い、歌声の美しさ

に感動していました。秋は「芸術の秋」とも言います。１１月は校内図画展や劇団による人形劇の芸術鑑

賞も行います。芸術とは「表現者や表現物を鑑賞者が相互に作用し合い、精神的ないし感覚的な変容を

得ようとする活動」とあります。芸術に触れることで、子どもたちは自分自身を見つめ、他者の感じ方に

気づき、世界の多様さを知っていきます。それは、学力だけでは測れない「心の力」を育てる大切な時間

です。学校での活動は子どもたちの成長と関係します。描く、歌う、演じることで自己肯定感や創造力が

育まれたり、他者の作品を鑑賞したりすることで、共感力や多様性への理解が深まることをねらいとし

ています。教育現場での芸術の役割が教科を超えた学びの広がりや心の豊かさを育てる時間でありたい

と考えます。芸術は「評価」よりも「感じる」ことが大切です。秋は、何をするにも適した季節です。11

月 3 日の「文化の日」にちなんで、美術館や博物館などで、絵画展や美術展なども開催されます。子ど

もたちが芸術に触れる大変良い機会になります。たくさんのことを経験したり、何か新しいことを始め

る良いきっかけになったりします。ご家庭でも五感を使って季節を感じ、心豊かにして、ぴったりの芸術

の秋を見つけてください。そして、お子様の表現を受け止め、共に楽しんでほしいと思います。 

 

【着任のお知らせ】 

１０月１６日より、村上 桃花 が着任いたしました。 

当面の間、５・６年生の家庭科を中心に、授業を行ってまいります。 

 

【１年生保護者対象 PTA 給食試食会】  

 tetoru でもお知らせしましたが、１１月２５日に PTA 給食試食会を 

行います。申し込みの締め切りは１１月 7日です。 
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いのちの授業 

 １０月２４日・２５日の二日間にわたり、中村助産院の中村礼子助産師さんと堺保健センターの杉野紗綾保

健師さんによる「いのちの授業」を4年生の児童・保護者対象に行いました。「命の誕生」や「第二次性徴」に

ついて教えてもらい、子ども達の様子はいつも以上に真剣でした。赤ちゃんがどのように生まれてくるのか模

型を使って解説していただき、「なるほど。」「不思議だな。」「赤ちゃんもお母さんも大変。」といったような感

想が出ました。「生まれてくる奇跡」「生きているだけで百点満点」など、この学習で生まれてきたことの喜び

や、感謝の気持ちなどを感じることができたのではないでしょうか。また、保健師の杉野さんからは、保健師

の仕事についてもお話いただきました。 

 ご家庭でもお子様の誕生について振り返り、お話をしていただけたら子どもたちにとって自己肯定感を高め

る良い機会になると思います。ぜひ、これまでの成長を振り返るような機会をつくってみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ運動について 

 三宝小学校には、あいさつができる児童を育てるという目標があります。そのため、代表委員会を中心に毎

年「あいさつキャンペーン」という活動に取り組んでいます。  

 あいさつをすることで人とつながることができ、友だちを増やすことができます。気持ちのいいあいさつの

仕方を身につけることで、これからの人生がよりよいものになっていくと思います。三宝小学校の子どもたち

には、人とつながり、明るい人生を歩んでいってもらいたいので、

あいさつを一生懸命できる人になってもらいたいです。 

今年度も「おはようございます。」「さようなら。」を自分から大き

な声で伝えることができるように、テレビ朝礼で「２学期は自分か

らあいさつをしようにレベルアップして、あいさつに取り組みまし

ょう。」とお話がありました。登下校の時間に代表委員が全校児童を

ひっぱっていけるように大きな声であいさつをしていました。それ

に負けじと他の児童たちも大きな声であいさつする姿が見られま

した。これからもみんなで気持ちのいいあいさつを続けて、あいさ

つの溢れる、明るい三宝小学校をめざしていきましょう。 
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